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商
業
活
性
化
を
め
ざ
し
て
 

金
木
商
店
会

（仮
称
）
を
設立
 

新
し

い
時
代
に

即
応
し

た
魅

カ
あ
る

商
店
と

商
店
街
づ

く
り
の
た
め
、

金
木
商
店
会

（
仮
称
）
の
設

立
総
会

が
十

ニ
月
三
日

商
工
会

館
を
会

場
に
お

こ
な

わ
れ

ま
し

た
。
 

こ
れ

は
、

町
商
工
会

商
業

部
会
が
提

唱
し
、

設
立
準

備

委
員
と

商
工
会

が
数

回
に

亘
り
協
議
を
お

こ
な
っ
た
結
果
、
 

一
致
団
結
し

英
知
を

結
集
し

て
一

層
の

商
業
活
性
化
を

め

ざ
そ
う
と

五
十
六

名
の

商
店
経
営

者
が
会
員
に
な

り
、

こ

の
た
び

の
設
立

総
会

の
運
び

と
な
っ

た
も

の
で

す
。
 

総
会
で

は
、

約
三

十
名
の
会

員

が
出
席
し
、

会
長
に

白

川
昭

麿
氏

が
選

任
さ
れ

る
な
ど

各
議
案
が
次
々
と

承

認
さ

れ
ま
し

た
。
 

な

お
、

事
業
計

画
は

次

の
と
お

り
で

す
。
 

昭
和
六
十
三

年
度
事
業
計

画
 

一
、
 
「
ど

か
ま
け

の
日
」
 
協
賛
 

ニ
、

さ
く
ら

ま
つ
り
協
賛

ィ
ベ
ン

ト
実
施
 

夏

ま
つ
り

協
賛

ィ
ベ
ン
ト

実
施
 

年
末

年
始

ィ
ベ
ン

ト
実

施
 

従
業
員
教
育
講
習
会
 

ス
タ
ン
プ

の
推
進
 

そ
の
他
本

会
に

心
要
な

諸
事
業
 

蚊
ュ
塔
‘火
茅
 

！
叫
か
 

一雛
驚
 

‘
、
．
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町内の親睦に 

ろ 会 が さ 約 が昭 

轍市鱗昭和町子ども会大運動会 

，護響勤子ども会の育成と 

難炎鷲販 	 町内 

薬
草
を
収
穫
轟
作

細
ー
 

第
ニ
ト
・

回
占
森
県
子
ど
も

会
指
導
者
・
有
成
者
研
究
大
会

が
こ
の
た
び
野
辺
地
町
の
ま
か

ど
温
泉
で
開
催
さ
れ
、
席
上
に
 
 う

と
、
毎
年
、
昭
和
町
子
ど
も

会
育
成
会

（角
川
瑞
明
会

長
）
 

が
主
催
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る

し
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
風
船
割
リ
・
ム

カ
デ
競
争

・
パ
ン
食
競
争
な
ど

の
各
種
目
が
お
こ
な
わ
れ
、

せ

い
い
っ
ば
い
走
る
な
か
に
も
笑

い
を
誘
う
姿
も
見

ら
れ
る
な
ど

終
始
な
ご
や
か
に
進
行
し
、
経
 

お
い
て
野
ば
ら
r
ど
も
会

（
喜

良
市

・
今
幸
樹
代
表

）
、
山
道
 

f
ど
も
会
育
成
会

（
金
木
・
斉

藤
忠
志
代
表

）
及
び
喜
良
市
下
 
 

に
は
お
母
さ
ん
方
の
手
作
り
の

プ
タ
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
、

よ
り

一
層
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
は
以
前
よ
リ
町
内

活
動
が
活
発
で
、
米
年
、
地
区

内
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

が
建
設
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
、
 

こ
れ
か
ら
も
同
育
成
会

の
活
動

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
 

町
の
今
ヒ

ロ
子
さ
ん
が
長
年
の

活
動
と
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

十

一
月
十
三
日
、
更
生
部
落

の
葛
西
倉
光
さ
ん
の
転
作
田
で

薬
草
の
“

大
深
当
帰
》
が
収
穫

さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
事
業
は
、
金
木
町
薬
草

栽
培
生
産
組

合

（
山
巾
正
津
組

合
艮

）
が
試
験
的

に
進
め
て

い
る
も

の
で
、

五
月
中

旬
、
 

十

ア
ー
ル

の
転
作

田
に
植
え

ら
れ

た
苗
は
順
調

に
育
ち
、
 

こ
の
た
び
収
穫
期
を

む
か
え
ま

し
た
。
 

金
木
町
内
で
は
、
畑
に
栽
培

し
て
い
る
の
は
四
か
所
ぐ

ら

い

あ
り
ま
す
が
、

転
作
田
載
培
は

同
組
合
が
初
め
て
で
す
。
 

こ
の
H
収
穫
さ
れ
た
大

深
当
 
 

帰
は
，
約
三
百

キ

ロ
で
乾
燥
後

に
秋
田
県
の
業

者

へ
出
荷
さ
れ

る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

頭
痛
・
め
ま

い
・
月
経
不
順

に
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
こ

の
薬
草
は
、
大

き
な
需
要
が
見

込
ま
れ
て
い

る

た
め
、
同
組
合
 

で
は
栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
転
 

作
事
業
の

一
環
と
し
て
目
処
が
 

立
つ
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
栽

培
 

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

十

一
月
ニ
十
四
日
、
役
場
三

階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
大
軍

ふ
る
さ
と
会
（
福
山
初
枝
会
長
）
 

で
は
「
大
宰
ふ
る
さ
と
便
」
 
の

荷
遺
リ
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
 

同
会
貝
を
は
じ
め
と
す
る
十

五
名
の
乎

に
よ
リ
、

ふ
じ
の
リ

ン
ゴ

・
つ
け
も
の

・
つ
が
る
せ

ん
べ
い
・
笹
も

ち
な
ど
約
ト
ー
ー
 

点
が
て
い
ね
い

に
箱
詰
さ
れ
た

数
、
百
個
。
ふ
る
さ
と
の
香
リ

を
の
せ
て
、
全
国
各
地

へ
発
送

さ
れ
ま
し
た
。
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町
内
の
 2
団
体
●

ー
名
容
》
一

か
彩
 

廿
県
 

子
 
ど
 

も
 
ム
云
 
育
 
成
 
連
 

A
ロ
 
ムム
廿
 

 

「大宰ふるさと便」 
全国へ発送 

 

(
 



ぐ
町
長
室
を
訪
れ
る
園
児
 

I
l
i
]
'
 
‘
 
「お
仕
事
ご

く
ろ
う
 

さ
ま
で
す
」
と
児

童
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

(
1
2月
ー
日
5

3
1日
）
 

金
木

中
三

川
倉

小
ー
ハ

川
倉

小
」
ハ

金
木

中
一

金
木

中
一

金

木

中
一
．
 

喜
良
市
小
五

喜
良
市
小
五

川
倉
小

六

川
倉
小

」
ハ

喜
良
市
小
五

川
倉

小

ー
ハ

金

木
中
三

金
木

中
三

喜
良
市
小
五
 

カ‘ 
し 

神 

IJI 

脇白 荒中今中三木古秋
神川関谷 

こ 	 妃 
ず暁誠 理正都大文千 

忍枝子貴健佳規美晴子尋 

長
尾
 

津
島
 
和
孝

秋
元
真
由
美

秋
元
真
由
美

白
川
 
千
尋
 

白
川
 

つ
き
た
て
の
餅
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

金
木
幼
稚
園

・
第
四
保
育
所
 

動
労
感
謝
の
日
を
前
に
、
十
 

】
月
ニ
＋
日
金
木
幼
稚
園
児
四

十
八
人
が
役
場
、
消
防
及
び
警

察
の
各
庁
署
を
訪
れ
、
ま
た
翌

二
十

一
日
に
は
第
四
保
育
所
の

児
童
六
十

一
人
が
役
場
を
訪
れ

て
、
元
気
よ
く
「
毎
日
の
お
仕
 
 事

ご
苦
労
さ
ま
で
す
」
と
つ
き

た
て
の
併
を
贈
り
ま
し
た
。
突

然
の
か
わ
い
い
訪
間
者
達
に
町

長
も
笑
顔
を

た
や
す
こ

と
な

く
応
対
。
こ
の
あ
と
、
庁
舎
内

な
ど
を
伸
び
上
が
る
よ
う
に
し

て
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
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第
二
回
町
民
俳
句
大

会
入
選
句
 

十

一
月
十
ハ
日
／
中
央
公
民
館
 
表
彰
式
 

（
一
般
の
部
）
 

口
ー
カ
ル
線
遮
断
機
日
を
指
し
た
ま
ま
 

夜
の
秋
車
の
点
滅
み
ぎ
ひ
だ
り
 

新
藁
の
匂
ひ
を
妻
と
積
み
に
け
リ
 

秋
茄
子
の
小
さ
き
重
さ
を
採
り
に
け
り
 

汽
車
通
る
た
び
舞
い
上
る
稲
雀
 

薪
を
割
る
音
の
こ
だ
ま
に
秋
の
風
 

蝿
打
っ
て
腰
落
ち
つ
い
て
母
の
午
後
 

子
の
慕
が
菊
に
埋
れ
て
母
を
呼
ぶ
 

笛
の
子
に
ド
レ
ミ
の
穴
も
う
そ
寒
し
 

落
栗
を
硝
ん
で
時
季
知
る
仙
の
径
 

段
段
に
と
な
び
か
せ
開
拓
地
 

蟻
の
道
つ
づ
く
真
畳
の
日
の
強
し
 

秋
晴
れ
や
入
歯
は
ず
し
て
磨
き
お
リ
 

脈
取
ら
れ
る
る
秋
空
の
遠
き
か
な
 

野
仏
の
頭
を
染
め
て
赤
と
ん
ぽ
 

朝
霧
や
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
灯
も
淡
し
 

砲
丸
投
げ
の
少
年
ひ
と
り
タ
郭
公
 

雨
音
の
合
間
を
つ
づ
る
虫
の
声
 
 

樽
ひ
と
つ
水
あ
ふ
れ
い
て
枯
葉
降
る
 

（
学生
の
部
）
 

コ
ン
バ
イ
ン
タ
や
み
つ
い
て
父
帰
る
 

ひ
ま
わ
り
は
太
陽
み
た
い
だ
ま
ぶ
し
い
な
 

リ
ン
ゴ
の
実
子
ど
も
の
顔
だ
赤
い
ほ
っ
べ
 

せ
み
し
ぐ
れ
そ
れ
に
劣
ぬ
は
や
し
の
音

・
 

行
く
足
が
止
ま
る
星
夜
の
虫
の
声
 

か
ご
の
中
空
だ
け
見
て
る
じ
ゆ

、7
し
ま
つ
 

赤
ト
ン
ポ
寒
い
か
壁
に
へ
ば
り
つ
く
 

く
も
の
す
の
朝
つ
ゆ
ゆ
ら
す
コ
ン
バ
イ
ン
 

朝
早
く
父
は
た
ば
こ
の
葉
を
選
ぶ
 

す
す
き
の
ほ
風
に
ゆ
ら
れ
て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
 

月
光
が
す
ず
虫
の
音
を
も
り
あ
げ
る
 

赤
ト
ン
ポ
タ
日
を
よ
ぎ
る
親
子
づ
れ
 

ぶ
ど
う
の
実
ぷ
ち
っ
と
割
れ
て
秋
の
音
 

虫
の
声
夜
空
に
響
く
演
奏
会
 

赤
と
ん
ぽ
タ
や
け
雲
と
消
え
て
い
く
 

選
 
者
 

町
民
代
表
 

教
育
界
代
表
 

金
木
俳
句
会
代
表
 

金
木
俳
句
会
代
表
 

一
戸
 
耕
雨

田
村
 
千
子

平
井
 
機
炎

沢
田
 
一
歩
 

移
川

青
雅
 

金
木
俳
句
会
代
表
 

長
内
 
帥
骨
 

（児
？回

・
麦
」
ー
 

主
 
催
 
金
 
木
 

俳
 
句
 
会
 

後
 
援
 
金
 
木
 
町

金
木
町
教
育
委

貝
会
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事
 

「防火の大役 あなたが主役」 

〈火の用心 7つのボイント〉 

1.寝たばこやたばこの投げ捨てはしない 

2．子供には、マッチやライターで遊ばせない 
3．風の強いときは、たき火をしない 

4．天ぶらを揚げるときは、その場を離れない 

5.家のまわりに燃えやすいものを置かない 

6，ふろの空だきをしない 

7，ストーブには、燃えやすいものを近づけない 

「あいさつ運動」 ー金木町教育委員会― 

0朝おきたら家族で 	 阜おはよう， 

〇道で出あった人にも…噂おはよう、 

0学校で、職場で 	 、おはよう． 

私たちの身のまわりには、たくさんの「火災の種」が

あります。ちょっとした不注意から火災をおこさないよ

う、次の「火の用心 7つのポイント」 を守り、火災予

防に心がけてください。 

ニ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
寒

く
な
り
、
夜
問
に
は
そ
の
厳
し

さ
が
増
し
ま
す
。
 

水
道
は
夜
問
、
水
を
落
と
さ

な
い
と
凍
結
し
ま
す
か
ら
、
お

や
す
み
前
に
は
必
ず

次
の
要
領

で
不
凍
栓
や
水
抜
栓
を
全
閉
に

し
水
道
管
の
凍
結
防
止
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。
 

，

・
 

▼
水
を
落
と
す
と
き
 

じ
ゃ
口
を
全
開
に
し
、
水
を

出
し
た
ま
ま
の
状
態
で
速
や
か

に
ハ
ン
ド
ル
を
右
へ
い
っ
ば
い
に

廻
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る

と
出
て
い
る
水
は
止
ま
り
、
管

内
の
水
は
か
す
か
な
音
を

た
て

な
が
ら
落
ち
て
い
き
ま
す
。
 

▼
水
を
使
う
と
き
 

じ
ゃ
口
を
開
い
た
ま
ま
、
 ハ

ン
ド
ル
を
左
に
い
っ
ば
い
廻
す

と
水
が
出
ま
す
。
 

こ
の
場
合
、
 ハ
ン
ド
ル
が
止
 
 ま

る
ま
で
廻
さ
な
い
と
、
じ
ゃ

口
か
ら
出
る
水
の
ほ
か
、
 一
部

は
地
下
に
排
水
さ
れ
、
使
っ
て

い
な
い
水
ま
で
が
メ
ー
タ

ー
に

現
わ
れ
ま
す
の
で
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▼
凍
結
し
た
ら
・
；
 

不
凍
栓
や
水
抜
栓
を
閉
め
て

も
凍
結
し
た
場
合
は
、
熱
湯
に

入
れ
た
タ
オ
ル
等
で
じ
ゃ
ロ
の

部
分
を
数
回
包
ん
で
み
る
か
、
 

直
接
お
湯
を
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
 

ト
秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
の
ー
コ
マ
 

水道管の凍結に 

気をつけましよう 
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不凍栓 水抜栓 f ちイ、 
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~ 昭和 63 年度県立 ~ 

~ 高等技術専門校 ~ 

~ 学 生 募 集 ~ 

昭和63年度県立高等技術専門校学 

生（転職訓練）を次のとおリ募集し 

ています。 

⑨願書締切 

昭和63年 3 月 9 日 

＠選 考 日 

昭和63年 3月11日 

⑨各校の訓練科目及び定員など 

調練校名 訓練科目 定 員 
訓練期間 

4月から 

青森高等技術 縫製科 20 6 か月 

専 門 校 配管科 10 1 	年 

弘前高等技術 建築科 10 1 	年 

専 門 校 左官科 10 1 	年 

木造高等技術 溶接科 10 1 	年 

専 門 校 	 建築科 10 I 	年 

違法な自家用バスを使用し 

ないようにしましよう 

ー東北運輸局青森陸運支局ー 

自家用パスは、 「その使用者のた

め」 にのみ使用するものであり、有

償 l金品の種類及び額、収受の名目

のいかん（ガソリン代・旅費・日当 

・実費など）を間いません。I で運

送したリ、無償であっても、反復継

統して他人を運送することは、法律

で堅く禁じられておリます。 

このような違法な白家用パスを利

用しないよう、ご注意ください。 

なお、違法な自家用バスを利用し

ていて、不幸にも交j山事故に遭った

場合には、賠償問題が非常に面例に

なリます。 
『 

~ こんな販売手口にご用心 ~ 

かたり商法毅曹誌誌77ン 

ぷ
誌
噌
‘
 

‘レ
，
，
《
・8

と
 

☆変だなと息ったら、投所などに破認する 

⑤ 金木だより川川'I'll"" 

身体障害者職業訓練校 ~ 

訓 練 生 募 集 中 ~ 

県立身体障害者職業訓練校では、 

身体に障害のある方々を対象に就職 

・自営等の自立を助長するため技能 

取得の訓練生を募集しています。 ご 

希望の方は最寄りの公共職業安定所 

までお申し込みください。 

O募集科口 

一般事務科・光学機器製造科・ 

製版印届り科 

＠募集人員 

各科共10名（男・女） 

＠訓練期川I 

1か年（ 4 月～ 3 月） 

＠応募資格 

①義務教育修了者又は同等以上 

の学力を有する者と認められ 

る方。 

②身体障害者で障害の症状が固 

定しておリ、身の廻リの世話 

を自分でできる方。 

③視覚障害・伝染病・精神障害 

等の症状のない方。 

O願書締切 

昭和63年 2 月13日tD 

＠選考 日 

昭和63年 2 月19日囲 

午前 9時30分 

0選考場所 

青森県立身体障害者職業訓練校 

弘前 Ii緑ケ丘lF11 91 1 

ILdi! 0172 (36) 6882 
~ー’ーーー一一ー‘ー‘ーーーーーー‘ー’一一ー‘ーーー‘ーーー’ーーー、 

~ 弘前高校通信制 ~ 

~ 入 学 募 集 ~ 

県立弘前高等学校では就業や年齢

に関係なく学べる通信制の入学生を

募染します。 

白宅と日曜スクーリングで学習し

ながらリポートを作成し、規定の単

位を修得しますと高校卒業の資格が

得られます。また、希望する料目だ  

けを学ぶこともできます。 

出願期間は、 3月 4 日から 4 月 8 

日までで、入学願書・入学案内は、 

120円切手を同封し、ご請求くださ 

、、。 
 

9036 弘前市新寺町I番地 

青森県立弘前高等学校通信制

電話 (0172) 32-9424 

! 	L .JaL .，一 ,S. d.S_ 4. t 	.& t_ . I_A. 
l ~・~つ v ゆコクJ'a ノし ノ ‘ー 、ー ぐ ~“ 

自分が住んでいる家と敷地や、以

前に住んでいた家と敷地を住まなく

なった日から 3年を経過する年の12 

月31日までに、売ったリ買換えたり

したときには次の軽減措置がとられ

ています。 

これらの軽減措置は、どちらかー 

方しか選択できません。 

〇3千万円特別控除 

売手と買手の関係が親子や夫婦な

ど特別な~川柄でない場合、その所有

期間が、長期・短期をlH］わず、譲渡

所得から 3千万円が特別に控除され

ます。 

〇買換え（交換）の特例 

特別控除の対象になる資産を買換

え又は交換したときで一定の要件を

満たしていれば買換え（交換）の特

例が受けられ、譲渡価額から新たに

取得した資産の取得価額を差し引い

た差額に課税されます。 

詳しくは、最寄りの税務相談室や

税務署へお尋ねください。 

,hト 
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11月31日現在 前年同月比

男 6,659 -83 

女 7,209 一80 

計 	13,868 - 163 

世帯数 3,923 +I 
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""mH川川皿金木だより ⑥ 

係 か ら 
皆さんからのご意見を広く募集し

ています。 

●役場に対すること 

●町内に関すること 

●身近な話題 

●アイデア 

その他なんでも投書してください。 

投書は、庁舎内の投書箱を利用す 

るか確接郵送してください。 

〈送り先〉 

金木町役場 

企画室広聴係あて 

巌金木だよりに掲載もありますので 

町内・氏名は必ず明記し、匿名の 

場合はその旨をお書きください。 
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